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論文内容要旨 

 

通常, 脳波解析にはパワースペクトル解析と非周期解析の 2 つの解析法が用いられる. これまでに, 

痙攣発作中, および抗痙攣薬投与時にパワースペクトル解析と非周期解析で同時に脳波を解析した報

告はない. 今回, 脳波解析法のアルゴリズムの違いに着目し, 抗痙攣薬が脳波へ及ぼす効果が, どちら

の解析法でも検出される一方で, リドカイン誘発性痙攣発現時は, パワースペクトル解析よりも非周

期解析の方が解析法としては優れているという仮説をたて, 検討した. 

実験には日本白色家兎を 41羽使用した. 吸入麻酔下で 22G静脈内留置針を大腿静脈に留置し, バル

プロ酸とリドカインの投与ルートとして用いた. 各薬剤を投与し, 投与前, 投与 30 分後, 投与 210 分

後の脳波変化を記録した. 脳波は同一の動物で, 片側をパワースペクトル解析とし, 反対側を非周期解

析として、同時に測定を行った. δ波, θ波, α波, β波, および総周波数とエッジ周波数の解析を行

い, バルプロ酸投与群とリドカイン投与群間で脳波変化を比較した.  

バルプロ酸投与群では薬剤投与前と比較して, 非周期解析ではβ波とエッジ周波数で, 一方のパワ

ースペクトル解析ではβ波においてのみ有意な脳波変化を認め, バルプロ酸投与前後での脳波変化は

わずかであることが明らかとなった. 各解析におけるバルプロ酸投与前後の脳波の％変化の比較では, 

バルプロ酸投与前と比較して, 投与 30 分後のθ波とβ波の変化の検出においては, パワースペクトル

解析よりも非周期解析が有用である事が明らかとなった. 以上より, わずかな脳波変化の検出におい

て, 両解析法間では有意差がない事が示唆された. リドカイン投与群では, 薬剤投与前後の脳波解析を

比較すると, 非周期解析では痙攣中は脳波の成分すべてにおいて脳波変化に有意差を認め, 一方のパ

ワースペクトル解析ではθ波のみで脳波変化に有意差を認めた. 各解析におけるリドカイン投与前後



の脳波の％変化の比較では, θ波, α 波, β波とエッジ周波数において, パワースペクトル解析と比較

して非周期解析で大きな変化率を認め, 各解析法間で有意差を認めた. 

以上より, わずかな脳波変化の検出には, パワースペクトル解析と非周期解析はともに有用であり, 

痙攣発現時における脳波変化の検出には, 非周期解析がパワースペクトル解析よりも有用であること

が示唆された. 

 

論文審査結果要旨 

 

本研究は, 脳波解析法のアルゴリズムの違いに着目し, 痙攣発作中, および抗痙攣薬投与時にパワー

スペクトル解析と非周期解析で同時に脳波の解析を行い, 比較検討するものである. 

日本白色家兎を用いて, バルプロ酸とリドカインを各々, 静脈内投与し, 投与前, 投与 30分後, 投与

210 分後の脳波変化を記録した. 脳波は同一の動物で, 片側をパワースペクトル解析とし, 反対側を非

周期解析として, 同時に測定を行っている. δ波, θ波, α波, β波, および総周波数とエッジ周波数

の解析を行い, バルプロ酸投与群とリドカイン投与群間で脳波変化を比較している. 

その結果, バルプロ酸投与前後での脳波変化はわずかであり, わずかな脳波変化の検出において, 両

解析法間では有意差がない事が明らかとなった. リドカイン投与群では, 投与前後の脳波の％変化の

比較において, パワースペクトル解析と比較して非周期解析で大きな変化率を認め, 各解析法間で有

意差を認めた. 

以上, わずかな脳波変化の検出には, パワースペクトル解析と非周期解析はともに有用であり, 痙攣

発現時における脳波変化の検出には, 非周期解析がパワースペクトル解析よりも有用であることが証

明された点において, 本論文は博士（歯学）の学位を授与するに値すると判定した. 

 


